
1 

 

 

 

 

食生活について主体的・協働的に探究し、よりよい自己の生き方を考える子の育成 

～３年総合的な学習の時間「ぼくらの元気の源」の実践を通して～ 

 

１ 主題設定の理由 

本校の３年生児童は好奇心旺盛で何事にも前向きに取り組もうとする明るい児童が多い。目

標がはっきりとしているとみんなでその目標に向かって頑張ろうとする。２０２２年５月に３

年生で行った食育に関わるアンケートでは、「朝食をしっかり食べていますか」という問いに対

して全員が食べていると回答した。朝食をしっかり食べられていることが分かった。「給食が好

きですか」という質問に対しては、「好き」と答えた児童は８割と多かったが、「給食を残さず食

べられているか」については食べられていると答えた児童は５割と低かった。実際に食べ残しや、

食前に量を減らす児童も非常に多く、声かけをしても「もう少し食べよう」という意識が低い。

自分たちの成長に欠かせない食について理解を深め、一日に必要な量とバランスの整った食事

について学ぶことで、「食」への関心を高められ、これからの食生活をよりよく考えてバランス

の良い食事を自ら実践できる児童になることを願っている。 

自分たちのエネルギー源である食について理解を深めれば、食べ物に対する見方が変わって、

バランス良く食事をしようとしたり、食べ物への感謝の気持ちが高まったりして、今後の自身の

生き方を見つめ直し、よりよく生きていこうとする児童になると考え、上記のように研究主題を

設定し、実践を行った。 

 

２ めざす子ども像 

めざす子ども像について、次のように設定した。 

 

 

 

 

 

３ 研究の構想 

（１）研究の仮説 

① 仮説１ 

児童が追究し続けられるような単元構想を立てることで「食」について関心を高め、 

より良く生きていこうとする児童が育成できるだろう。 

② 仮説２ 

外部講師や地域の方を招聘した出前授業や体験活動を取り入れることで、様々な 

諸問題を自分事として捉え、よりよく生きていくために自分たちにできることを考 

  えられるだろう。 

分科会番号  ２０  分科会名  総合的な学習の時間  

・バランスの良い食事の大切さを学び、自己の生き方を見つめ直し、よりよく生

きていこうとする。 

・生産者や食事を作っている人への感謝の気持ちをもち、今後（未来）の食に関

わる課題と向き合い、自分にできることを考えて実践しようとする。 

２４  みよし  みよし市立南部小学校  
なかね  まさとし  

中根 将敏  
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③ 仮説３ 

   加工食品には素材があり、様々な過程を経て作られていることを知ることで、食べ 

物を大切にしようという気持ちが高まるだろう。 

 

（２）研究の手立て 

① 仮説１の手立て 

  第一の探究的な課題は、自分の食生活に関わることを追究していき、第二の探究 

的な課題では、これからの食生活に目を向けた新たな課題を追究していくことで「食」 

について関心を高め、自己の生き方を見つめ直し、より良く生きていこうとする児  

童が育成できるだろう。 

② 仮説２の手立て 

食品メーカーや給食センターなど、食に携わる仕事をしている方を招聘した出前 

授業を行い、直接話を聞く場を設定する。 

  ③ 仮説２の手立て 

地域の方を講師としてお招きし、学区内に伝わっているおこしもんや鶏飯等の郷 

土料理について講話していただくとともに、児童がおこしもん作りを体験できる場 

を設定する。 

  ④ 仮説３の手立て 

    社会科の工場見学の学習で八丁味噌工場へ行き、大豆から味噌ができる工程 

を五感を使って体験したり、思いを伺ったりする場を設定する。 

 

４ 実践 

（１）探究的な学習が実現できるような単元構想図 

  児童は第一の探究的な課題で現在の自分の食生 

活について調べ、バランスの良い食事の必要性につ

いて考えた。バランスの良い食事にするためには何

が大切なのか、出前授業や校外学習を通して学び、

児童はバランスの良い食生活を実践した。その後、

児童は食についてさらに知りたいことや疑問に思

うことを児童同士で聴き合い、第二の探究的な課題

を設定した。児童は、食品ロスや環境問題など視野

を広げ、食品ロスや環境問題など自力では調べ切れ

ないことなどは外部の講師の方を招聘し、話を聞い

たり、質問したりして情報収集を行った。また、未

来の「食」を守っていくために自分たちができるこ

とを考え自己の生き方について考え、ポスターなど

にまとめ、おうちの人や他学年に発表を行った。 

 

 

 

 

 

 

・バランスの良い食事をすると何が良いのだろう 

・バランスの良い食事って何だろう。 

 

・幼稚園の時に作ったことがあるおこしもんも郷土料理なんだね。 

・鶏飯は昔から食べられている郷土料理なんだね。 

 

 

 

・バランスよく食べると1日元気に過ごせることが分かった。 

・食べ物ってすごい。どんな材料が使われているのかな。 

・おやつにも何か大切な重要な役割があるのかな。 

・給食もバランスを考えているのかな。 

 

・給食も自分たちの成長を考えてバランスの良い献立を考えて作ってくださっている。 

・おやつにはエネルギーを補う役割があることが分かった。 

・大豆から、味噌や醤油などができていることが分かった。 

・鶏飯は地域の料理って聞いたことがあるけど、他にもあるのかな。 

 

・食の大切さがよく分かった。これからは残さずに食べていきたいけど、残ってしま 

った食べ物はどうなってしまうんだろう。 

・食材を作っている人はどんな思いで作っているのだろう。 

 

３年２組 総合的な学習の時間「僕らの元気の源」 単元構想図（４０時間完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
一
の
探
究
的
な
課
題
の
追
究 

 
 

 
 

 

・生産者は消費者においしく食べてもらいたいという思いをもって心を込めて作っている。 

・日本は食品ロスがとても多いことが分かった。これからは自分たちが食べられる分だけを

買ったり、食べたりして食料を無駄にしない生活をしたい。 

自分の食生活について調べ、正しい

食生活について考えよう。 

 

八丁味噌工場の見学や醤油

の出前授業を通して大豆か

らいろいろなものがつくら

れていることを学ぼう 

カルビースナックス

クールでおやつの役

割を知ろう。 

食品ロスについて考え、これか

らの自己の生き方を見つめなお

す。 

給食センターの方の

話を聞いて、給食の献

立のひみつを知ろう 

バランスの良い食事について調べる 

 

郷土料理について調べる 

 

第
二
の
探
究
的
な
課
題
の
追
究 

学んだことをポスターにまとめてグループ発表しよう 

 

 

・バランスの良い食事は体が大きく成長するのに大切で、食べ物を残してしまうと作って

くれた方に対して失礼で、地球の環境も悪くなってしまう。 
・バランスの良い食事を進んでしよう。 
・食べ物を無駄にしないように自分の食べきれる分を買うなどして食品を無駄にしない。 

 

生産者へインタビューなどを通して調査し、

食べ物を作っている人の努力や思いについて

調べる。 

食について新たな課題を立てよう 

新たな課題について調べる 

1年間、学んだことをポスターにまとめてもっと多くの人に伝えよう 

 

課
題
の
設
定 

情
報
収
集 

整
理
・
分
析 

ま
と
め
・
表
現 

課
題
の
設
定 

情
報
収
集 

整
理
・
分
析 

ま
と
め
・
表
現 

＜国語科＞ 

ローマ字 

＜国語科＞ 

自分の考えを伝えよう 

＜社会科＞ 

農家の仕事 

＜道徳＞ふろしき 

D伝統と文化の尊重 
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（２）出前授業をきっかけに、バランスの良い食事について考える。 

明治製菓の「元気が出る朝ごはん」の出前授業を依頼し、栄養バランスが整ったご飯を食

べるとどんな良いことがあるのかをお話していただいた。子どもたちは、事前にタブレット

で撮影した自分の朝食の写真から、自分が食べている朝食のバランスが整っているのか調

べ、何が足りないのか、今後はどのような朝食のメニューが良いのか考えた。児童 A は、こ

れからの食事のメニューを自分なりに立てた（資料１）。 

 

 

 

＜資料１ 児童 A の振り返り＞ 

カルビースナックスクールでは、児童は、おやつは 3 食の食事では補えない分のエネルギ

ーを補給する役割があることを学び、実際に 1 日の適量はどのくらいなのか秤でポテトチッ

プス２０ｇを計測する活動を通しておやつとの関わり方を知った。また、おやつの種類によ

って量も変わることを知り、これからのおやつとの関わり方を学ぶ姿があった。 

 

（３）給食の栄養について調べる。 

  毎日当たり前のように食べている給食について、明治製菓の「元気が出る朝ごはん」の出 

 前授業で学んだことを生かして、三日間の給食を３色のバランスに分けて調べ学習をおこな 

った。多くの児童が「給食もバランスが整うように作られていることがわかった」と振り返 

っていた（資料２）。給食センターの方をお招きして話を聞くことで、給食の献立のひみつや 

成長に必要なエネルギーを考えて作られていることを知った。 

  

 

 

（４）素材から食を考える 

児童は料理の素材に着目し、社会科「工場の仕事」と関わって岡崎の八丁味噌工場への見

学を行った。普段、多くの児童が食べている味噌の原料が大豆であることを学んだ。また、

愛知県の特産物である八丁味噌の歴史や江戸時代から受け継がれている製法を学び伝統的な

食文化について知った。八丁味噌を作るには多くの人の支えや受け継がれてきた道具が必要

であることを学び、実際に八丁味噌を使った田楽を試食するなどして、食を支える生産者へ

の感謝の気持ちをもった。 

（５）地域の方と郷土料理を体験 

みよしの郷土料理「おこしもん」について地域から講師の方を依頼して、子どもたちはお

こしもんの歴史や由来、作り方を学んだ。普段食べているお米を粉にしたものは同じ食材で

も食感や味が変わることに驚いていた。また、地域の方とのつながりを感じながら、楽しく

おこしもんを作り、おこしもんはおやつとしても朝食としても食べられる郷土料理であるこ

とを知った（資料３）。 

 

 

 

 ＜資料３＞ 児童 A のおこしもんの振り返りワークシート 

＜資料２＞ 児童 A の給食調べの振り返り 
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（６）第一の探究的な課題の整理分析とまとめ 

 第一の探究的な課題では、自分の食生活について調べ、バランスの良い食事の必要につ 

いて考えた。出前授業や校外学習、図書の本やインターネットを活用して調べたことをワ 

ークシートに整理した（資料４）。整理分析したことを全体で聴き合う時には「バランス 

の良い食事は赤緑黄の食材が整っていることが大事」「バランスよく食べることで体の調 

子が整うことが分かった」など学んだことを整理した。また、キャリアパスポートと関連 

して保護者の方にも家庭での食生活の様子についてコメントを頂き、バランスの良い食生 

活についてポスターにまとめ、学級の友達やおうちの人に発表した（資料５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）食についての新たな課題設定と追究 

 バランスよく食事をすることの大切さを学び、おやつの役割や郷土料理について理解を深め

た後、食についてさらに知りたいことや調べたいことについて話し合いを行った。児童は「食

品ロス」「生産者の思い」についてさらに調べたいと思いを持ち、課題を設定した。しかし、児

童の中には他の地域の味噌についてもっと知りたい児童や他地域の郷土料理について調べたい

児童もおり、第二の追究的な課題の内容は個々に委ねる形とした。 

（８）第二の探究的課題の解決に向けて 

 児童は市の図書館から借りた本や学校図書、インターネットを活用して個々の課題解決に向

けて情報収集を行ったが、「農家の人の気持ちは調べても出てこない」「食品ロスのことを調べ

たが難しすぎてよく分からない」など困り感をもつ子どもたちが多かった。どうすると知りた

いことを知ることができるか問い返すと「農家の人に直接話を聞きたい」「食品ロスについて詳

しい人に授業をしてもらう」と意見が出た。 

生産者の思いについては、地域で農業をしている方を講師として招き、野菜や果物を育てる

苦労ややりがい、生産者の思いについて話を聞いたり、質問したりした。授業の後半でグルー

プごとに学んだことをまなボードにまとめ発表した（資料６）。農家の人が消費者のために思い

をこめ、大変な思いをして農業をしていることを知り、普段の給食で減らすことが多い子も少

＜資料４＞ 整理分析ワークシート ＜資料５＞ 中間まとめポスター 
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しでも多く食べようと努力する姿が見られた。振り返りシートにもこれからの自分の生き方に

ついて考える様子が見られた（資料７）。 

 

 

 

 

 

  

 

食品ロスについて、愛知県食育推進ボランティアの方をお招きして食品ロスについてお話を

頂いた。食品ロスは世界の課題であることや SDGｓの目標にもなっていることを児童は学び、

食品ロスとの向き合い方について考える児童が多くいた（資料８）。 

また、自発的に学級内に食品ロスをなくすためのキャンペーンを企画し活動するなど、食品

ロス問題を自分事として捉えて、自分たちにできることをしようとする姿があった（資料９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）1 年間のまとめと発表 

 食について 1 年間学んだことを画用紙 1 枚にまとめる活動を行

った。自分で調べて分かったことや校外学習、出前授業などで聞

いたり質問したりして新しく分かったことなどを図や写真などを

用いてまとめた（資料１０）。学んだことを誰に伝えたいか子ど

もたちに尋ねたところ、お家の人や他の学年の人にも伝えたいと

意見が出たので、ポスターをお家に持ち帰り学んだことを伝えた

り、２年生に向けてポスターを発表したりした。保護者の方に家

庭での食に関する児童の意識について尋ねたところ、多くの家庭

で変化があったとコメントを頂いた。食事の際には食品ロスを意

識したり、食品について興味をもったりするなど「食」に関する

意識が高まったことが確認できた（資料１１）。 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料７＞ 児童 A の振り返り 

＜資料８＞ 児童 A の振り返り 

＜資料１１＞保護者のコメント  

＜資料６＞ まなボードに書いたまとめ 

＜資料９＞ キャンペーンのポスター 

＜資料１０＞１年間のまとめ  
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５ 成果と課題 

（１）成果について 

 明治製菓の出前授業を通して、バランスの整った朝食について考えたり、夏休みに実践しよ

うとしたりする児童の姿が見られた。また、カルビースナックスクールの出前授業を通してお

やつの役割や適切な量を学ぶことができたことで、児童はおやつとの関わり方について見つめ

直すことができた。また、社会科の校外学習で八丁味噌工場の見学へ行き、味噌が大豆からで

きることや八丁味噌を作るには多くの人の支えや受け継がれてきた製法があることも学ぶ姿が

あった。校外学習後も、大豆からできる他のものについて関心をもつ子や他の食材についても

調べてみたいと考える児童もおり、食への関心をより一層高めることができた。 

みよしの郷土料理「おこしもん」について地域の方を講師として招聘した授業では、おこし

もんの歴史や製法を学び、実際に子どもたちは作る体験を通して郷土料理への理解を深めると

ともに、日本全国の他地域の郷土料理を調べたいと思いをもつ児童もおり、食への関心の幅を

広げることができた。 

地域の農家の方から生産者がどのような思いで野菜や果物を育てているのかを聞いたり、愛

知県食育推進ボランティアの方から「食品ロス」についての話を聞いたりしたことで、今後の

食生活で課題となることを児童が考えるきっかけとなった。バランスの良い食事を摂ることだ

けではなく、未来の食生活を守っていくために自分たちにできることを考えることができた。 

実際に、給食の残菜は少なくなり、残菜ゼロの日が多くなり、自分の生き方をより良くしよ

うとする児童の姿が見られた。また、学校だけではなく家庭生活でも見られたことが保護者の

コメントから確認できた。 

 

（２）課題について 

調べ学習において３年生がインターネットを活用して調べる際、ローマ字の読み書きやタイ

ピングの経験が少なくなかなか難しい。サンライブや学校図書を活用したが、市の図書館の

配本セットには食育関係の本が少なく、十分な資料が揃えられなかった。地域人材の活用や

出前授業などを通して子どもたちが疑問に思っていることや知りたいことを聞いたり、考え

たりすることが最善の学習方法であると考える。地域人材について今後も積極的に活用し地

域と連携した学習を展開していきたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


